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論文要旨
　近年、建築空間にテキスタイルを採り入れたプロジェ
クトが注目されつつあるが、建築とテキスタイルとの関
係を総合的に分析した既往研究は少ない。そこで、本研
究では建築空間におけるテキスタイルの使用の実態を事
例を基に分析し , テキスタイルを用いた建築空間の構成手
法を示し、その知見を基に設計提案を行うことでその有
効性を明らかにすることを目的とする。
　第 1章では研究の背景と目的について述べる。
　第 2章では建築空間におけるテキスタイルの役割を、
建築雑誌等から抽出した事例を基に分析する。研究対象
とする事例は建築雑誌「新建築、住宅特集、a+u」の
2007 年～2016 年に掲載されたもののうち、設計者の作
品解説のテキストに「布、カーテン、紐」のキーワード
が確認できる住宅作品とし、かつテキスタイルの役割が
確認できる事例を研究対象として抽出した。分析の結果、
建築空間におけるテキスタイルの役割は大きく分けて 3
つに大別できた。それぞれ、光、熱、物理的問題を調整
する「環境的要素」、人の動きに直接的に影響を与える「身
体的要素」、人の心理に影響を与える「心理的要素」である。
さらに「環境的要素」はⅰ「光の操作」とⅱ「光以外の操作」、
「身体的要素」はⅲ「視線の操作」とⅳ「動きの操作」、「心
理的要素」はⅴ「領域の曖昧化」とⅵ「空間の柔化」の 6
つに類型化できた。次章以降ではこの 6つの類型に着目
し分析を進める。
　第 3章では事例を、a「テキスタイルの設置方法」と b「テ
キスタイルと一体となる建築的操作」の 2視点から分析
した。aは可動か否かで「可動式」と「固定式」、テキス
タイルの建築空間における見え方から「垂直 ( 壁 )」、「水
平 ( 床、天井 )」、「独立 ( 家具 )」に分類できた。以上から
aを a-1「可動垂直型」、a-2「可動水平型」、a-3「固定垂
直型」、a-4「固定水平型」、a-5「独立型」の 5つに類型化
した。bは床面においてレベル差とテキスタイルを組み合
わせる b-1「レベル操作」、形状を変化させる b-2「形状操
作」、壁面 /天井面において窓・照明と組み合わせる
b-3「光源操作」、床面と壁面 /天井面での操作を組み合わ
せる b-4「複合操作」の 4つの操作が見られた。さらに、
a、bの 2軸でマトリクスを作成した。
それらを踏まえて、6つの役割と b「テキスタイルと一体
となる建築的操作」の関係性を明らかにした。ⅴ「領域の
曖昧化」ではテキスタイルに対して 2つの場をつくるレ
ベル差や窓を設けることによる自然光の照射などの複数
の建築的操作を同時に加える（b-4「複合操作」）事例が見
られ、これにより建築空間に曖昧な領域を生み出してい
ることを明らかにした。
　第4章では事例を、c「テキスタイルの素材 /加工の種類」
と d「設置する室名」の 2視点から分析した。cはテキス
タイルの透過度から「半透明」と「不透明」、基本的な使
用目的から農業 /工業で主に使用される「農業系素材」と
服飾 /プロダクトで主に使用される「服飾系素材」それ以
外のものを「その他素材」に分類した。以上から c を c-1
「半透明な農業系素材」、c-2「不透明な農業系素材」、c-3「半
透明な服飾系素材」、c-4「不透明な服飾系素材」、c-5「そ
の他素材」の 5つに類型化した。dは d-1「テラス」、d-2
「個室」、d-3「リビング」、d-4「リビング +α」の 4つに
分類できた。さらにc,dの2軸からマトリクスを作成した。
それらを踏まえて、6つの役割と c「テキスタイルの素材
/加工の種類」と d「設置する室名」の関係性を分析した。
ⅴ「領域の曖昧化」では d-3「リビング」、d-4「リビング +α」
等のワンルームや大空間で「半透明」素材を使用する事
例が見られ、これにより大空間に曖昧で多様な居場所を
創出できることを明らかにした。
　第 5章では、前章で得た知見の有効性を検証するため、
テキスタイルを用いた倉庫改修により、大空間に多様な
人の居場所を創出することを主題としたアーティスト・
イン・レジデンスの設計を行った。
　第 6章では、分析・設計提案についての総括と展望を
示し、今後の建築空間におけるテキスタイルの使用の可
能性と課題を提示した。
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1.　背景と目的
　近年、建築空間にテキスタイルを採り入れたプロジェ
クトが注目されつつあるが、建築とテキスタイルとの関
係を総合的に分析した既往研究は少ない。そこで、本研
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例を基に分析し , テキスタイルを用いた建築空間の構成手
法を示し、その知見を基に設計提案を行うことで有効性
を明らかにすることを目的とする。
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テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
　テキスタイルはファッションをはじめとして演劇、芸
術、プロダクト、モビリティから建築まで様々な分野を
横断して使用されている。本研究では建築の内部空間を
構成する要素として使用されるような建築の分野でもイ
ンテリアの一部としてテキスタイルを使用している事例
を対象とした。下の図の赤色で着彩した箇所を対象とす
る事例とした。
第２章　建築空間におけるテキスタイルの役割
建築モビリティ プロダクト 服飾
実用性 高 実用性 低
芸術演劇
室内
対象とする事例
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　本研究ではテキスタイルを「繊維を含有し強度と柔軟
性を同時にもつ薄い板状のもの」と定義し、それらの使
用が確認できる事例を建築雑誌「新建築、住宅特集、
a+u」の 2007 年～ 2016 年に掲載された住宅作品から研
究対象として抽出した。抽出の条件は設計者の作品解説
のテキストに「布、カーテン、紐」のキーワードが確認でき、
かつテキスタイルの役割が確認できる事例とした。次ペー
ジに示す全 50の事例を抽出した。
テキスタイルの定義は明確ではない。そこで本研究では「繊維を含有
し強度と柔軟性を持つ薄い板状のもの」をテキスタイルと定義する。
・設計者の言語描写として「布、カーテン、紐」のキーワードが含まれること
・住宅作品であること
・テキスタイルの役割を読み取れること
抽出の条件
50事例を抽出
新建築 住宅特集a+u
建築雑誌10年分
テキスタイルの定義
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　分析の結果、建築空間におけるテキスタイルの役割は
大きく分けて 3つに大別できた。それぞれ、光、熱、物
理的問題を調整する「環境的要素」、人の動きに直接的に
影響を与える「身体的要素」、人の心理に影響を与える「心
理的要素」である。さらに「環境的要素」はⅰ「光の操作」
とⅱ「光以外の操作」、「身体的要素」はⅲ「視線の操作」
とⅳ「行動の操作」、「心理的要素」はⅴ「領域の操作」と
ⅵ「表情の操作」の 6つに類型化できた。次章以降ではこ
の 6つの類型に着目し分析を進める。
身体的要素
環境的要素
心理的要素 領域の操作
表情の操作
視線の操作
動作の操作
光の操作
光以外の操作
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テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案 第２章　建築空間におけるテキスタイルの役割
　６つの類型が果たす具体的な役割を以下に示す。ⅰ「光
の操作」は完全遮光、中間遮光、拡散ⅱ「光以外の操作」
は空調区画、防水、防虫、ⅲ「視線の操作」は視線の調整
ⅳ「行動の操作」は移動の制御、ふるまいの制御、ⅴ「領域
の操作」は領域を曖昧化することⅵ「表情の操作」は空間
に柔らかさを持たせる役割を担う。
また、それぞれ役割を判断するもととしたテキストの例
を以下の表に示した。
完全遮光
テキストの例 事例具体的な役割６つの類型類型
光を適度に制御
自然光を拡散、
冷暖房効率の向上
蚊帳カーテン、蚊帳
超撥水加工、
視線の調整 ,間仕切り
ネットをつたって ...
空間の柔らかさ
緩く内外を ... 緩やな境界
柔らかな表情を与える ...
素
要
的
境
環 光の操作
視線の操作
動作の操作
光以外の操作
素
要
的
体
身
移動
柔軟性
横浜の住宅ルイ・ヴィトン表参道ビル下関市交流センター
遮光(中間)
空調区画
光の拡散
防水
防虫
遮光(完全）
視線の制御
素
要
的
理
心
表情の操作
領域の操作
空間の柔化
領域の曖昧化
① ① ② ③
白馬の山荘あやめ池の家オフィス改修
④ ⑤ ⑥
高田の馬場の家
⑦
PARA関東学院六浦こども園
⑧ ⑨
NERIMA HOUSE間の門
⑩ ⑪
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
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テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案 第２章　建築空間におけるテキスタイルの役割
No 作品名 設計者 No 作品名 設計者
1 サンカク 空間研究所 26 TU3 植田曉／内野晴日／菊池規雄
2 京都の三段屋根
京都の三段屋根 ARTENVARCH
ARTENVARCH 27 m 青木淳
3 28 ポジャギの家 MDS
4 小さな矩形 五十嵐淳 29 mina 木村松本
5 貝沢の家 藤野高志 30 8ビル 塩塚隆生
6 メリヤスハウス 川村建築設計室 31 houseT 日吉坂事務所
7 代沢医院の家 田井 32 赤堤の住宅 長谷川逸子
8 裏庭の家 松岡＋田松 33 PACOスモール・セカンドハウス展 長坂常
9 NERIMA HOUSE エルディング・オスカソン 34 間の門 五十嵐淳
10 七光台の住宅 アンブレ・アーキテクツ 35 相馬の谷 五十嵐淳
11 横浜の住宅 伊藤暁
横浜の住宅 伊藤暁
36 回廊の家 奥野公章
12 37 曽我部邸 曽我部昌史
13 半丈の書架 伊藤暁 38 モザイクの家 TNA
14 覚王山の住宅 萬田浩太郎 39 西新井の住宅 納谷学＋納谷新
15 芦花公園の住宅 藤田祐介 40 静戸の家 田中直樹
16 世田谷の2F建ての住宅 小長谷亘 41 富士見台団地のリノベーション 能作淳平
17 時の流れる家 菅原大輔 42 ホシノタニ団地 ブルースタジオ
18 那須のティピ NAP 43 躯体の窓 増田信吾+大坪克亘
19 集密の住居 五十嵐淳 44 地面と屋根の家 spacespace
20 北上の家 灘本幸子 45 O邸 中山英之
21 白馬の山荘 仲建築設計事務所
白馬の山荘 仲建築設計事務所
46 HOUSE A 西沢立衛
22 47 PARA Jon  Lott
23 下瓦町の事務所 池井健 48 Adamo-Faiden Núñez House
24 富塚の天井 403architects 49 Boathouse near Aure TYIN tegnesture Architects
25 シノ 木村松本建築設計事務所 50 Social Housing ,Mulhouse Lacaton & Vassal 
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テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案 第２章　建築空間におけるテキスタイルの役割
第３章　設置方法と建築的操作　
3－1　設計手法
3－2　建築的操作
3－3　考察
03
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第３章　設置方法と建築的操作テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
第３章　設置方法と建築的操作
本章では a「テキスタイルの設置方法」と b「テキスタイ
ルと一体となる建築的操作」の 2視点から分析し、テキ
スタイルの建築空間における役割との関係を明らかにす
る。
14
第３章　設置方法と建築的操作テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
　a「テキスタイルの設置方法」は可動か否かで「可動式」
と「固定式」( 図 1)、テキスタイルの建築空間における見
え方から「垂直 ( 壁 )」「水平 ( 床、天井 )」、「独立 ( 家具 )」
(図2)に分類できた。以上からaをa-1「可動垂直型」、a-2「可
動水平型」、a-3「固定垂直型」、a-4「固定水平型」、a-5「独
立型」の 5つに類型化した。
3－1　設置手法
???????????
???
/ ???
???
/ ??
壁 /垂直
可動垂直型
固定垂直型 独立型
家具 /独立床 , 天井 /水平
部位
可動水平型
固定水平型
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第３章　設置方法と建築的操作テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
　b「テキスタイルと一体となる建築的操作」は床面にお
いてレベル差とテキスタイルを組み合わせる b-1「レベル
操作」、形状を変化させる b-2「形状操作」、壁面 /天井面
において窓・照明と組み合わせる b-3「光源操作」、床面
と壁面 /天井面での操作を組み合わせる b-4「複合操作」
の 4つの操作が見られた。
3－2 建築的操作
段差
???????????
?
?
+
複合
窓建築空間での位置付け　　収縮可能な壁面
組み合わせる操作　　　　窓、家具、段差
建築空間での位置付け　　収縮可能な屋根、天井
組み合わせる操作　　　　天窓
建築空間での位置付け　　壁面、仕上げ
組み合わせる操作　　　　照明
建築空間での位置付け　　床、仕上げ
組み合わせる操作　　　　吹き抜け、曲面床
間の門｜五十嵐淳
モザイクの家 |TNA
jon lot｜PARA
PACO スモール｜
スキーマ建築計画
HOUSE A｜西沢立衛 西新井の住宅 | 納谷
横浜の住宅｜伊藤暁
静戸の家｜田中直樹
Mulhouse｜L&V
サンカク｜
空間研究所
貝沢の家｜藤野高志覚王山の住宅 |
萬田浩太郎
形状
???????????
?
/
??
?
/
??
白馬の山荘｜仲
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第３章　設置方法と建築的操作テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
3－3 考察
　本章では a「テキスタイルの設置方法」と b「テキスタ
イルと一体となる建築的操作」の 2視点から分析し、テ
キスタイルの建築空間における役割との関係を明らかに
する。
芦花公園の住宅｜
藤田佑介
モザイクの家 |TNA
jon lot｜PARA
サンカク｜空間研究所
a-5. 独立型
a-4. 固定水平型a-2. 可動水平型 
垂直 水平
a. 設置方法
a-1. 可動垂直型 a-3. 固定垂直型
静戸の家｜田中直樹
横浜の住宅｜伊藤暁
間の門｜五十嵐淳 HOUSE A｜西沢立衛 西新井の住宅 | 納谷
Mulhouse｜L&V
貝沢の家｜藤野高志
光以外の操作
光以外の操作
光の操作
視線の操作
視線の操作
領域の操作
表情の操作
動作の操作
覚王山の住宅 PACO スモール
｜長坂常
白馬の山荘｜仲
b. ????????
?
/ ??
?
b-1. ?????
b-2. ????
b-3. ????
b-4. ????
?
+ ?
/ ??
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第３章　設置方法と建築的操作テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
　ⅰ「光の操作」は開口と組み合わせ、室内への自然光を
調整する事例と照明を光源としテキスタイルに当て拡散
光を得る事例の２パターンが確認できた。前者は可動式
とすることで室内へ入る光の状態を調節している。
　ⅱ「光以外の操作」は b-1「レベル操作」、b-2「形状操作」
と組み合わせて使用される事例が確認できた。「白馬の山
荘」では冬の時期、床面に設けた溝にビニールカーテン
の端部を接触させそこに水を流し凍らせる事で空調区画
の性能を向上させている。また、「小さな矩形」では窓際
に腰壁を設置しそれと平行に比重の高いカーテンをかけ
ることで開口部からのコールドドラフトを回避している。
このように床面の建築的操作とテキスタイルを組み合わ
せることで、空間の自由度を損なわずに空間の環境を調
整している。
3－3 考察 (ⅰ「光の操作」/ⅱ「光以外の操作」)
a-5. 独立型
a-4. 固定水平型a-2. 可動水平型 
垂直 水平
a. 設置方法
a-1. 可動垂直型 a-3. 固定垂直型
b. ????????
?
/ ??
?
b-1. ?????
b-2. ????
b-3. ????
b-4. ????
?
+ ?
/ ??
芦花公園の住宅｜
藤田佑介
モザイクの家 |TNA横浜の住宅｜伊藤暁
間の門｜五十嵐淳 HOUSE A｜西沢立衛 西新井の住宅 | 納谷
Mulhouse｜L&V
光以外の操作
光以外の操作
光の操作
jon lot｜PARA
サンカク｜空間研究所
静戸の家｜田中直樹
貝沢の家｜藤野高志
視線の操作
視線の操作
領域の操作
表情の操作
動作の操作
覚王山の住宅 PACO スモール
｜長坂常
白馬の山荘｜仲
18
第３章　設置方法と建築的操作テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
3－3 考察 (ⅰ「光の操作」/ⅱ「光以外の操作」)
???????
間の門｜五十嵐淳
壁/天井
壁/天井
+
床
床
???????
壁/天井
壁/天井
+
床
床
Mulhouse
建築操作：窓、照明
建築操作：段差
????
??????
????
/
????
/
??
????
/
??
/
??
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第３章　設置方法と建築的操作テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
　ⅲ「視線の操作」は段差や家具の配置（b-1「レベル操作」、
b-2「形状操作」）により人の動きを遮りながら視線のみを
テキスタイルによって制御する事例が見られた。このよ
うにテキスタイルと建築的操作の「二段階の境界」で空
間を仕切ることで空間の選択性を担保している。
　ⅳ「動作の操作」は b-2「形状操作」と組み合わせる事
例のみが見られた。「PARA」は床を半柱形とし、ウォール・
トゥ・ウォールでカーペットを床全体に隙間なく敷き詰
め、読書するという振る舞いに対応している。テキスタ
イルの身体に近いという性質により人をモノあるいは建
築に引き寄せている。
3－3 考察 (ⅲ「視線の操作」/ⅳ「動作の操作」)
a-5. 独立型
a-4. 固定水平型a-2. 可動水平型 
垂直 水平
a. 設置方法
a-1. 可動垂直型 a-3. 固定垂直型
b. ????????
?
/ ??
?
b-1. ?????
b-2. ????
b-3. ????
b-4. ????
?
+ ?
/ ??
jon lot｜PARA
サンカク｜空間研究所
静戸の家｜田中直樹
西新井の住宅 | 納谷
貝沢の家｜藤野高志
視線の操作
視線の操作
動作の操作
覚王山の住宅
芦花公園の住宅｜
藤田佑介
モザイクの家 |TNA横浜の住宅｜伊藤暁
間の門｜五十嵐淳 HOUSE A｜西沢立衛
Mulhouse｜L&V
光以外の操作
光以外の操作
光の操作
領域の操作
表情の操作
PACO スモール
｜長坂常
白馬の山荘｜仲
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第３章　設置方法と建築的操作テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
3－3 考察 (ⅲ「視線の操作」/ⅳ「動作の操作」)
?????
?????
???????
壁/天井
壁/天井
+
床
床
???????
壁/天井
壁/天井
+
床
床
建築操作：段差、形状、窓
建築操作：形状
???
??
/
???
jon lot｜PARA
西新井の住宅 | 納谷
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第３章　設置方法と建築的操作テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
　ⅴ「領域の操作」ではテキスタイルに対して 2つの場を
つくるレベル差や窓を設けることによる自然光の照射、
テキスタイルを水平方向への積層などの複数の建築的操
作を同時に加える（b-4「複合操作」）事例が見られた。こ
れにより建築空間に曖昧な領域を生み出している。
　ⅵ「表情の操作」では b-3「光源操作」と組み合わせる
事例のみが見られ自然光をテキスタイルに当てる事で光
を拡散させ、空間に柔らかな印象を与えることが出来る。
3－3 考察 (ⅴ「領域の操作」/ⅵ「表情の操作」)
a-5. 独立型
a-4. 固定水平型a-2. 可動水平型 
垂直 水平
a. 設置方法
a-1. 可動垂直型 a-3. 固定垂直型
b. ????????
?
/ ??
?
b-1. ?????
b-2. ????
b-3. ????
b-4. ????
?
+ ?
/ ??
間の門｜五十嵐淳 HOUSE A｜西沢立衛 西新井の住宅 | 納谷
領域の操作
表情の操作
白馬の山荘｜仲
芦花公園の住宅｜
藤田佑介
モザイクの家 |TNA
jon lot｜PARA
サンカク｜空間研究所
静戸の家｜田中直樹
横浜の住宅｜伊藤暁 Mulhouse｜L&V
貝沢の家｜藤野高志
光以外の操作
光以外の操作
光の操作
視線の操作
視線の操作
動作の操作
覚王山の住宅 PACO スモール
｜長坂常
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第３章　設置方法と建築的操作テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
3－3 考察 (ⅴ「領域の操作」/ⅵ「表情の操作」)
?????
???????
壁/天井
壁/天井
+
床
床
?????
???????
壁/天井
壁/天井
+
床
床
建築操作：段差、形状、窓
建築操作：窓
間の門 | 五十嵐淳
裏庭の家｜松岡＋田松
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第３章　設置方法と建築的操作テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
第４章　加工 /素材と設置する室名　
4－1　加工 /素材
4－2　設置する室名
4－3　考察
04
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第４章　加工 /素材と設置する室名　テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
第 4章　加工 /素材と設置する室名
　本章では事例を、c「テキスタイルの素材 /加工の種類」
と d「設置する室名」の 2視点から分析し、テキスタイル
の建築空間における役割との関係を明らかにする。
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第４章　加工 /素材と設置する室名　テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
　c「テキスタイルの素材 /加工の種類」はテキスタイル
の透過度の違いから「半透明」と「不透明」、基本的な使
用目的から農業 /工業で主に使用される「農業系素材」と
服飾 /プロダクトで主に使用される「服飾系素材」それ以
外の紐を連続させて板状にしたものやネットなどを「そ
の他素材」に分類した。以上から c を c-1「半透明な農業
系素材」、c-2「不透明な農業系素材」、c-3「半透明な服飾
系素材」、c-4「不透明な服飾系素材」、c-5「その他素材」
の 5つに類型化した。
4－1 加工 / 素材
26
第４章　加工 /素材と設置する室名　テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
農業用メッシュ
寒冷紗
ビニールカーテン
オーガンジー
チュール
レース
ネット
ストリングカーテン
綿
フェルト
ターポリン
農業系 その他服飾系
加工方法
明
透
不
度
明
透
明
透
半
　d「設置する室名」はテキスタイルが面する室の機能か
ら d-1「テラス」、d-2「個室」、d-3「リビング」、d-4「リ
ビング +α」の 4つに分類した。A.L.X の「小林邸」では
ワンルーム空間をカーテンの開閉により二つの室に分け
ている。このような事例を d-4「リビング +α」とし「小
林邸」ではトイレとしている。
4－2 設置する室名
モザイクの家 |TNA
8 ビル｜塩塚隆生
廊下風呂
寝室
TU3｜
景観ネットワーク
寝室寝室
芦花公園の住宅
｜藤田雄介
jon lot｜PARAPACO スモール
｜スキーマ建築計画
テラス
白馬の山荘｜仲
住宅街
テラス
北上の家｜灘本幸子
テラス
m｜青木淳 七光台の住宅
テラス
メリヤスハウス
｜川村建築設計室
個室
NERIMA HOUSE
リビング
HOUSE A｜西沢立衛
サンルーム
リビング風呂
キッチン
リビング
縁側
寝室
クローゼット
覚王山の住宅
｜萬田浩太郎間の門｜五十嵐淳
段差
リビング個室個室
テラス
????????????
?
??
?? +
リビング +α
リビング
個室
???????????
?
/ ??
?
/ ??
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第４章　加工 /素材と設置する室名　テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
4－3 考察
　c、dの 2軸からマトリクスを作成した。それらを踏ま
えて、6つの役割と c「テキスタイルの素材 /加工の種類」
と d「設置する室名」の関係性を分析した。
28
第４章　加工 /素材と設置する室名　テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
視線の操作
視線の操作
視線の操作
jon lot｜PARA
Mulhouse|L&V
富塚の天井 |
403architects
モザイクの家 |TNA
d-3. リビング
d. 設置する室名
d-4. リビング +α
個室
材
素
系
飾
服
風呂
d-2. 個室
吹き抜け
d-1. テラス
8ビル｜塩塚隆生
廊下風呂
寝室
TU3｜景観ネットワーク
寝室寝室
曽我部邸｜曽我部昌史
子供室
芦花公園の住宅｜
藤田雄介
静戸の家｜田中直樹
PACO スモール・
セカンドハウス展｜
スキーマ建築計画
白馬の山荘｜仲
テラス
テラス
北上の家｜灘本幸子
サンルーム
m｜青木淳 七光台の住宅 |
アンブレ・アーキテクツ
テラス
横浜の住宅｜伊藤暁
サンカク｜空間研究所ハウスインニュータウン
｜能作淳平
ロフト土間 リビング
世田谷の 2F 建て
の住宅 | 小長谷亘
横浜の住宅｜伊藤暁
リビング
houseT| 日吉坂
吹き抜け
スペース
トイレ
小林邸｜A.L.X
アトリエ
リビング
mina｜木村松本
覚王山の住宅
｜萬田浩太郎
密集の住居｜五十嵐淳
裏庭の家｜
松岡聡 + 田村裕希
リビング
メリヤスハウス｜
川村建築設計室
個室
NERIMA HOUSE|
エルディング・オスカソン
リビング
サンルーム
リビング風呂
玄関
貝沢の家｜藤野高志
寝室
O 邸｜中山英之
リビング
土間・廊下
キッチン
リビング
縁側
寝室
クローゼット
間の門｜五十嵐淳
リビング個室個室
アトリエ
個室
リビング
西新井の住宅｜納屋
材
素
他
の
そ
光以外の操作
光以外の操作
光の操作
光の操作
領域の操作
表情の操作
動作の操作
動作の操作
HOUSE A｜西沢立衛
c. ?????????
/ ??
?????
c-1. ???
c-3. ???
c-4. ???
c-5. ???
c-2. ???
　ⅰ「光の操作」は d-2「個室」、d-3「リビング」、d-4「リ
ビング +α」のように室内において「水平 ( 床、天井 )」
設置で強度が必要とされる箇所へ設置する事例やリノ
ベーション、大面積でテキスタイルを必要とする事例で
は「農業系素材」が使用され、「垂直 ( 壁 )」で設置する事
例では「服飾系素材」の使用が確認できた。ⅰ「光の操作」
は設置方法や設計の諸条件（コスト）により素材を選択
することが重要である。
　ⅱ「光以外の操作」では「農業系素材」は d-1「テラス」
で使用され「服飾系素材」、「その他素材」は d-2「個室」、
d-3「リビング」、d-4「リビング +α」で使用される事例
4－3 考察 (ⅰ「光の操作」/ⅱ「光以外の操作」)
視線の操作
視線の操作
視線の操作
jon lot｜PARA
寝室
TU3｜景観ネットワーク
寝室寝室
曽我部邸｜曽我部昌史
子供室
芦花公園の住宅｜
藤田雄介
静戸の家｜田中直樹
テラス
北上の家｜灘本幸子
七光台の住宅 |
アンブレ・アーキテクツ
テラス
サンカク｜空間研究所
ロフトリビング
世田谷の 2F 建て
の住宅 | 小長谷亘
トイレ
小林邸｜A.L.X
アトリエ
リビング
mina｜木村松本
覚王山の住宅
｜萬田浩太郎
貝沢の家｜藤野高志
寝室
リビング
キッチン
リビング
縁側
寝室
クローゼット
動作の操作
動作の操作
Mulhouse|L&V
富塚の天井 |
403architects
モザイクの家 |TNA 8 ビル｜塩塚隆生
廊下風呂
PACO スモール・
セカンドハウス展｜
スキーマ建築計画
白馬の山荘｜仲
テラスサンルーム
m｜青木淳
横浜の住宅｜伊藤暁
ハウスインニュータウン
｜能作淳平
土間
横浜の住宅｜伊藤暁
リビング
houseT| 日吉坂
吹き抜け
スペース
密集の住居｜五十嵐淳
裏庭の家｜
松岡聡 + 田村裕希
リビング
メリヤスハウス｜
川村建築設計室
個室
NERIMA HOUSE|
エルディング・オスカソン
リビング
サンルーム
リビング風呂
玄関
O 邸｜中山英之
土間・廊下
間の門｜五十嵐淳
リビング個室個室
アトリエ
個室
リビング
西新井の住宅｜納屋
光以外の操作
光以外の操作
光の操作
光の操作
領域の操作
表情の操作
HOUSE A｜西沢立衛
29
第４章　加工 /素材と設置する室名　テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
d-3. リビング
d. 設置する室名
d-4. リビング +α
個室
材
素
系
飾
服
風呂
d-2. 個室
吹き抜け
d-1. テラス
材
素
他
の
そ
c. ?????????
/ ??
?????
c-1. ???
c-3. ???
c-4. ???
c-5. ???
c-2. ???
が見られた。住宅の内部か外部どちらで空調区画、防虫、
防水を行うかで素材の使い分けが確認できた。スキーマ
建築計画による「PACOスモール・セカンドハウス展」で
はワンルーム空間で独立してバスルームを配置し傘状の
超撥水加工したオーガンジーで仕切ることで防水機能を
持たせつつ、空間の一室性を担保している。
4－3 考察 (ⅰ「光の操作」/ⅱ「光以外の操作」)
曽我部邸｜曽我部昌史
子供室
8 ビル｜塩塚隆生
廊下風呂
白馬の山荘｜仲
テラスサンルーム
m｜青木淳
裏庭の家
｜松岡聡 + 田村裕希
リビング
NERIMA HOUSE
リビング
富塚の天井モザイクの家 |TNA横浜の住宅｜伊藤暁 横浜の住宅｜伊藤暁
リビング
houseT/ 日吉坂
吹き抜け
スペース
玄関
ハウスインニュータウン
｜能作淳平
メリヤスハウス
｜川村建築設計室
個室
O 邸｜中山英之
土間・廊下
PACO スモール・
｜スキーマ建築計画
密集の住居｜五十嵐淳間の門｜五十嵐淳
リビング
?????????
白馬の山荘 | 仲建築設計
農業系素材
服飾系素材
その他素材
?????????農業系素材
服飾系素材
その他素材
富塚の天井 |403architecture????
?????
????
/
????
/
??
? ?
/
??
/
??
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　ⅲ「視線の操作」では「農業系素材」は d-1「テラス」
で使用され「服飾系素材」、「その他素材」は d-2「個室」、
d-3「リビング」、d-4「リビング +α」で使用される事例
が見られた。「服飾系素材」、「その他素材」を使用する事
例はいずれも小規模な住宅のワンルーム空間で使用され、
家族間の視線を制御している。時間、状況で壁を選択で
きるため、空間の一室性を失わずに仕切る有効な手法で
ある。
　ⅳ「動作の操作」では「服飾系素材」による布の柔軟性
を利用する事例が見られた。「静戸の家」ではネットを一
部吹き抜けに掛けネットを伝って、２階部分の窓を開閉
領域の操作
表情の操作
Mulhouse|L&V
白馬の山荘｜仲
テラスサンルーム
m｜青木淳
光以外の操作
光の操作
8ビル｜塩塚隆生
廊下風呂
PACO スモール・
セカンドハウス展｜
スキーマ建築計画
光以外の操作
富塚の天井 |
403architects
モザイクの家 |TNA
横浜の住宅｜伊藤暁
ハウスインニュータウン
｜能作淳平
土間
横浜の住宅｜伊藤暁
リビング
houseT| 日吉坂
吹き抜け
スペース
裏庭の家｜
松岡聡 + 田村裕希
リビング
メリヤスハウス｜
川村建築設計室
個室
NERIMA HOUSE|
エルディング・オスカソン
リビング
玄関
O 邸｜中山英之
土間・廊下
光の操作
4－3 考察 (ⅲ「視線の操作」/ⅳ「動作の操作」)
視線の操作
視線の操作
視線の操作
jon lot｜PARA
寝室
TU3｜景観ネットワーク
寝室寝室
曽我部邸｜曽我部昌史
子供室
芦花公園の住宅｜
藤田雄介
静戸の家｜田中直樹
テラス
北上の家｜灘本幸子
七光台の住宅 |
アンブレ・アーキテクツ
テラス
サンカク｜空間研究所
ロフトリビング
世田谷の 2F 建て
の住宅 | 小長谷亘
トイレ
小林邸｜A.L.X
アトリエ
リビング
mina｜木村松本
覚王山の住宅
｜萬田浩太郎
貝沢の家｜藤野高志
寝室
リビング
キッチン
リビング
縁側
寝室
クローゼット
動作の操作
動作の操作
密集の住居｜五十嵐淳
サンルーム
リビング風呂
間の門｜五十嵐淳
リビング個室個室
アトリエ
個室
リビング
西新井の住宅｜納屋
HOUSE A｜西沢立衛
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d-3. リビング
d. 設置する室名
d-4. リビング +α
個室
材
素
系
飾
服
風呂
d-2. 個室
吹き抜け
d-1. テラス
材
素
他
の
そ
c. ?????????
/ ??
?????
c-1. ???
c-3. ???
c-4. ???
c-5. ???
c-2. ???
ている。「曽我部邸」では紐を線状に連続させて面を作る
ストリングカーテンを用いることで空気を一体にしつつ、
子供室の目隠しとしている。ネット、紐を用いることで
垂直、水平方向の通風・採光などを確保しながら視線や
動作を操作することでが可能となる。
4－3 考察 (ⅲ「視線の操作」/ⅳ「動作の操作」)
曽我部邸｜曽我部昌史
子供室
テラス
北上の家｜灘本幸子 O邸｜中山英之七光台の住宅
テラス
芦花公園の住宅
｜藤田雄介
貝沢の家｜藤野高志
寝室
寝室
世田谷の 2F 建ての住宅
リビング
土間・廊下
覚王山の住宅｜萬田浩太郎
キッチン
リビング
縁側
寝室
クローゼット
覚王山の住宅
?????
?????
??
( ???
)
??
( ? ?
)/
???
( ??
)
?????????農業系素材
服飾系素材
その他素材
?????????農業系素材
服飾系素材
その他素材
サンカク｜空間研究所
ロフトリビング
小林邸｜A.L.X
トイレ
mina｜木村松本
アトリエ
リビング
jon lot｜PARA
静戸の家｜田中直樹
jon lot｜PARA
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　ⅴ「領域の操作」では d-3「リビング」、d-4「リビング +α」
等のワンルームや大空間で「半透明」素材を使用する事
例が見られ、これにより大空間に曖昧で多様な居場所を
創出している。
　ⅵ「表情の操作」では「服飾系素材」のみの使用が見ら
れた。エルディング・オスカソンの「NERIMA HOUSE」
や松岡聡＋田村裕希の「裏庭の家」ではテキスタイルデ
ザイナーの森山茜による恊働が見られる。このように繊
細なテキスタイルの質感が重要な要素である考えられる。
Mulhouse|L&V
白馬の山荘｜仲
テラスサンルーム
m｜青木淳
光以外の操作
光の操作
8ビル｜塩塚隆生
廊下風呂
PACO スモール・
セカンドハウス展｜
スキーマ建築計画
光以外の操作
富塚の天井 |
403architects
モザイクの家 |TNA
横浜の住宅｜伊藤暁
ハウスインニュータウン
｜能作淳平
土間
横浜の住宅｜伊藤暁
リビング
houseT| 日吉坂
吹き抜け
スペース
メリヤスハウス｜
川村建築設計室
個室
玄関
O 邸｜中山英之
土間・廊下
光の操作視線の操作
視線の操作
視線の操作
jon lot｜PARA
寝室
TU3｜景観ネットワーク
寝室寝室
曽我部邸｜曽我部昌史
子供室
芦花公園の住宅｜
藤田雄介
静戸の家｜田中直樹
テラス
北上の家｜灘本幸子
七光台の住宅 |
アンブレ・アーキテクツ
テラス
サンカク｜空間研究所
ロフトリビング
世田谷の 2F 建て
の住宅 | 小長谷亘
トイレ
小林邸｜A.L.X
アトリエ
リビング
mina｜木村松本
覚王山の住宅
｜萬田浩太郎
貝沢の家｜藤野高志
寝室
リビング
キッチン
リビング
縁側
寝室
クローゼット
動作の操作
動作の操作
密集の住居｜五十嵐淳
4－3 考察 (ⅴ「領域の操作」/ⅵ「表情の操作」)
領域の操作
表情の操作
裏庭の家｜
松岡聡 + 田村裕希
リビング
NERIMA HOUSE|
エルディング・オスカソン
リビング
サンルーム
リビング風呂
間の門｜五十嵐淳
リビング個室個室
アトリエ
個室
リビング
西新井の住宅｜納屋
HOUSE A｜西沢立衛
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d-3. リビング
d. 設置する室名
d-4. リビング +α
個室
材
素
系
飾
服
風呂
d-2. 個室
吹き抜け
d-1. テラス
材
素
他
の
そ
c. ?????????
/ ??
?????
c-1. ???
c-3. ???
c-4. ???
c-5. ???
c-2. ???
4－3 考察 (ⅴ「領域の操作」/ⅵ「表情の操作」)
??????
?????
HOUSE A｜西沢立衛
NERIMA HOUSE| エルディング・オスカソン
HOUSE A｜西沢立衛
サンルーム
リビング風呂
間の門｜五十嵐淳
リビング
アトリエ
個室
リビング
西新井の住宅｜納屋
?????????農業系素材
服飾系素材
その他素材
?????????農業系素材
服飾系素材
その他素材
裏庭の家
｜松岡聡 + 田村裕希
リビング
NERIMA HOUSE
リビング
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第 5章　設計提案
テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
35
第 5章　設計提案
soft hard
adjust
deviated
adjust
テキスタイル人 倉庫
中間的要素身体 建築
　テキスタイルは柔らかいため建築と人の身体の中間的
な要素となる。その特性を利用することで建築と人間の
身体の尺が合わない改修計画、特に倉庫等の大規模建築
でずれた尺を建築的要素でなくテキスタイルという簡便
な要素で調停できるかを検証する。テキスタイルを用い
た倉庫改修により、大空間に多様な人の居場所を創出す
ることを主題とした戸建て住宅の設計を行った。これに
より前章で得た知見の有効性を検証する。
5－1　計画概要
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テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案 第 5章　設計提案
多様な居場所を創出生活の環境を緩く調整
光の操作 光以外の操作 視線の操作 動作の操作
手法 建築的操作 素材
領域の操作 表情の操作
人と建築を近づける
環境的要素 身体的要素 心理的要素
機能
前章までの考察から「環境的要素」は人の活動のための
環境を緩く調整し、「身体的要素」は人の空間での動き、
ふるまいに影響を与え、「心理的要素」は空間に多様な人
の居場所を創出するとし、設計提案では各役割に関連す
る構成要素を参考にその場に求められる機能に応じて空
間を構成する。
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テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案 第 5章　設計提案
光積層 素材 家具/レベル
領域の操作 表情の操作
「心理的要素」に有効な要素
light
「心理的要素」では 3,4 章の考察からその役割を担う上で
重要な要素であると仮定した「積層」、「素材」、「家具 /レ
ベル」、「光」を組み込んむように空間を構成とする。
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建築的操作機能 設置方法 素材 空間モデル
視線の操作
光以外の操作
服飾系不透明家具段差独立型寝室
視線の操作
光以外の操作
農業系不透明段差可動垂直型バスルーム
視線の操作
光の操作
服飾系半透明レベル差開口部リビング 可動垂直型 light
「環境的要素」と「身体的要素」に有効な要素
「環境的要素」と「身体的要素」では各役割ごとに相関関
係が見られた機能、設置方法、建築的操作、素材 /加工と
いう 4つの構成要素の組み合わせにより空間を構成する。
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改修
単管パイプ、鉄柵等の簡易な素材を用いる。
簡易な素材を用いた改修を行う。
テキスタイルにより人の居場所を構成する。
AIR
(アーティストインレジデンス )
プログラムの概要
倉庫
対象分野 : 現代美術
招へい期間 :8 月～12月の一定期間内
招へい人数 : 毎年 3名程度
年齢制限 : 無し
アーカスプロジェクト 2016 いばらきを
参考にプログラムを選定する。
アーティストインレジデンスはある土地にアーティスト
が一定期間滞在し、作品の製作やリサーチ活動をおこな
うことやそれらの活動を支援する制度を指す。自治体の
主催により、製作過程におけるアーティストとの交流や、
地域文化の振興等を目的としている。
設計では工業製品等の簡易な建築資材を用いながらテキ
スタイルという柔らかなエレメントにより人のための空
間を創出することを考えた。
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機能：倉庫　構造：S造　規模：平屋　延べ床面積：1041.6㎡
改修前平面図 S=1/500
配置図 S=1/1500
site
小学校
福祉施設
改修前断面図 S=1/500
敷地はアートによる地域振興を図る茨城県南部の町とし、
小学校や老人ホーム等が近接した倉庫を対象する。倉庫
の床面積は約 1041.6 ㎡、S造の平屋を対象とする。
41
テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案 第 5章　設計提案
全体の俯瞰です。倉庫の躯体などには基本的に手を加え
ずテキスタイルによって空間を構成する。エントランス
からラウンジ /ギャラリー、中庭、製作 /展示、共有空間、
生活空間、水回りの機能を配置する。
ラウンジ /ギャラリー
中庭
共用空間
水回り
製作 /展示
生活空間
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ab
b’
a’
5－2　平面計画
地域のラウンジや展示 /作業スペース、アーティストのた
めの生活空間の機能をもつ。それらがレイヤー状に積層
する構成としている。
1, ラウンジ /ギャラリー
2, 中庭 1
3, 製作 / 展示
4, 共用スペース
5, 生活空間
6, 中庭 2
1２３４56
平面図　S＝1/150
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テキスタイルの設置位置
5－2　平面計画
着彩部はテキスタイルを設置した位置を示している。点
線はテキスタイルで空間をレイヤー状に分割している。
その他の着彩部はその場で求められる機能を充足するた
めのテキスタイルである。
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テキスタイルと床仕上げの変化、樹木、家具等の配置を
組み合わせによりラウンジのようなパブリックな空間か
ら生活空間のようなプライベートな空間を段階的につな
げる構成となっている。
ラウンジ /ギャラリー製作 /展示共用スペース生活空間水回り
プライベート パブリック
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天窓 拡散光
暗い倉庫内に光を取り入れるための天窓を白の点線の枠
に示す。３つの光庭がテキスタイルを介した拡散光によ
り隣り合う空間を照らす。
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5－3　断面計画
a-a’ 断面図　S＝1/150
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建物内部に長さや素材の異なるテキスタイルをその場で
必要な機能に応じて配置することで空間の無機質でス
ケールアウトした空間に人間的尺度にあった空間を与え
る。
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b-b’ 断面図　S＝1/150
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外壁からの冷気を逃がす
躯体蓄冷による冷気
冬季
生活空間は外側に倉庫の外皮、次に生活空間全体を覆う
テント膜、さらに個人の生活領域をモンゴルのゲル等で
使用するフェルトの 3層構成により外部から受ける環境
の調整を行う。テキスタイルの柔軟性により単管パイプ
や既存躯体に馴染むことで簡単に設置できることを可能
にする。
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光の操作 光以外の操作 視線の操作 動作の操作 領域の操作 表情の操作
心理的要素身体的要素環境的要素
エントランス
霧のように空間を覆うテ
キスタイルが空気遠近法
のような効果が起こし空
間の奥行きの知覚に影響
を与えると同時に自然光
や微風をテキスタイルが
可視化することで空間の
領域を曖昧化させる。
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領域の操作光の操作 光以外の操作 視線の操作 動作の操作 表情の操作
心理的要素身体的要素環境的要素
ラウンジ /ギャラリー
既存の壁面全体に不織布
を設置し、不織布の裏側
の開口から差し込む自然
光を拡散させることで倉
庫の無機質な雰囲気を和
らげ、来訪者へ休息のた
めの空間を提供する。
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光の操作 光以外の操作 視線の操作 動作の操作 領域の操作 表情の操作
心理的要素身体的要素環境的要素
展示 /作業空間
作業時は綿などの比重の
大きいテキスタイルを天
井から吊るすことで吸音
効果を持たせるとともに
空間を仕切る。また、柔
軟性を利用し、エキスパ
ンドメタルの仕切りをテ
キスタイルで包み簡易な
展示板とする。
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光の操作 光以外の操作 視線の操作 動作の操作 領域の操作 表情の操作
心理的要素身体的要素環境的要素
共用空間
開閉式の天蓋が外部から
の光を調節する。同時に
テキスタイルが仕上げと
しても機能することで人
の居場所をつくり出し、
アーティストと地域住民
が交流を深める親密な空
間を創出する。
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光の操作 光以外の操作 視線の操作 動作の操作 領域の操作 表情の操作
心理的要素身体的要素環境的要素
生活空間
冬季は外周に熱を通しづ
らい比重の大きいテキス
タイルを既存フレームを
利用して掛ける。夏場は
農業用メッシュなどの目
の粗い素材に掛け替え防
虫する。
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光の操作 光以外の操作 視線の操作 動作の操作 領域の操作 表情の操作
心理的要素身体的要素環境的要素
生活空間
生活コアは単管パイプを
用いたフレームに木材の
ボードを掛ける簡易な構
法を採用する。夏場は固
定式で熱の発散を助ける
目の荒いテキスタイルを
かけ、冬場はフェルト素
材をフレームを包むよう
に設置し環境を調整素材
する。
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光の操作 光以外の操作 視線の操作 動作の操作 領域の操作 表情の操作
心理的要素身体的要素環境的要素
中庭
天井のフレームにネット
を掛けることでトップラ
イトからの光を植物に届
けながらも増床する。最
も外に近い環境ながらも
室内という安定した状況
のなかで適すタイルを用
いることにより、豊かな
生活空間を創出する。
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第 6章　総括
テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
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第６章　総括
　建築空間にテキスタイルを用いることにより、大空間
に多様な人の居場所を創出することができた。設計後に
付加的にカーテンやラグを使用する一般的なテキスタイ
ルの利用ではなく建築操作と一体的にテキスタイルを使
用することによって創出される空間の可能性を示すこと
ができた。
テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
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梗概
1.　背景と目的
　近年、建築空間にテキスタイルを採り入れたプロジェクトが注目さ
れつつあるが、建築とテキスタイルとの関係を総合的に分析した既往
研究は少ない。そこで、本研究では建築空間におけるテキスタイルの
使用の実態を事例を基に分析し,テキスタイルを用いた建築空間の構
成手法を示し、その知見を基に設計提案を行うことで有効性を明らか
にすることを目的とする。
2.　建築空間におけるテキスタイルの役割
建築空間におけるテキスタイルの役割を、建築雑誌等から抽出した事
例を基に分析する。研究対象とする事例は建築雑誌「新建築、住宅特
集、a+u」の2007年～2016年に掲載されたもののうち、設計者の作
品解説のテキストに「布、カーテン、紐」のキーワードが確認できる
住宅作品とし、かつテキスタイルの役割が確認できる事例を研究対象
として抽出した。分析の結果、建築空間におけるテキスタイルの役割
は大きく分けて3つに大別できた。それぞれ、光、熱、物理的問題を
調整する「環境的要素」、人の動きに直接的に影響を与える「身体的
要素」、人の心理に影響を与える「心理的要素」である。さらに「環
境的要素」はⅰ「光の操作」とⅱ「光以外の操作」、「身体的要素」
はⅲ「視線の操作」とⅳ「行動の操作」、「心理的要素」はⅴ「領域
の操作」とⅵ「表情の操作」の6つに類型化できた。次章以降ではこ
の6つの類型に着目し分析を進める。
また、６つの類型が果たす具体的な役割を以下に示す。ⅰ「光の操
作」は完全遮光、中間遮光、拡散ⅱ「光以外の操作」は空調区画、防
水、防虫、ⅲ「視線の操作」は視線の調整ⅳ「行動の操作」は移動の
制御、ふるまいの制御、ⅴ「領域の操作」は領域を曖昧化することⅵ
「表情の操作」は空間に柔らかさを持たせる役割を担う。
また、それぞれ役割を判断するもととしたテキストの例を表２に示し
た。
3.　設置方法と建築的操作
本章ではa「テキスタイルの設置方法」とb「テキスタイルと一体とな
る建築的操作」の2視点から分析し、テキスタイルの建築空間におけ
る役割との関係を明らかにする。
　3-1　設置方法
a「テキスタイルの設置方法」は可動か否かで「可動式」と「固定
式」(図1)、テキスタイルの建築空間における見え方から「垂直(壁)」
「水平(床、天井)」、「独立(家具)」(図2)に分類できた。以上からaを
a-1「可動垂直型」、a-2「可動水平型」、a-3「固定垂直型」、a-4
「固定水平型」、a-5「独立型」の5つに類型化した。
　3-2　建築的操作
b「テキスタイルと一体となる建築的操作」は床面においてレベル差
とテキスタイルを組み合わせるb-1「レベル操作」、形状を変化させ
テキスタイルを用いた建築空間に関する考察及び設計提案
15886412 林拓弥
首都大学東京大学院建築学域
平成28年度修士論文梗概
                                                    指導教員 小泉雅生
□　論文構成
1.　背景と目的
2.　建築空間におけるテキスタイルの役割
3.　設置方法と建築的操作
　3-1　設計手法　　
　3-2　建築的操作
　3-3　考察
4.　加工/素材と設置する室名
　4-1　加工/素材
　4-2　設置する室名
　4-3　考察
5.　設計提案
6.　総括
 
No 作品名 設計者 No 作品名 設計者
1 サンカク 空間研究所 26 TU3 植田曉／内野晴日／菊池規雄／
2 京都の三段屋根 ARTENVARCH
京都の三段屋根 ARTENVARCH
27 m 青木淳
3 28 ポジャギの家 MDS
4 小さな矩形 五十嵐淳 29 mina 木村松本
5 貝沢の家 藤野高志 30 8ビル 塩塚隆生
6 メリヤスハウス 川村建築設計室 31 houseT 日吉坂事務所
7 代沢医院の家 田井 32 赤堤の住宅 長谷川逸子
8 裏庭の家 松岡＋田松 33 PACOスモール・セカンドハウス展 長坂常
9 NERIMA HOUSE エルディング・オスカソン 34 間の門 五十嵐淳
10 七光台の住宅 アンブレ・アーキテクツ 35 相馬の谷 五十嵐淳
11 横浜の住宅 伊藤暁
横浜の住宅 伊藤暁
36 回廊の家 奥野公章
12 37 曽我部邸 曽我部昌史
13 半丈の書架 伊藤暁 38 モザイクの家 TNA
14 覚王山の住宅 萬田浩太郎 39 西新井の住宅 納谷学＋納谷新
15 芦花公園の住宅 藤田祐介 40 静戸の家 田中直樹
16 世田谷の2F建ての住宅 小長谷亘 41 富士見台団地のリノベーション 能作淳平
17 時の流れる家 菅原大輔 42 ホシノタニ団地 ブルースタジオ
18 那須のティピ NAP 43 躯体の窓 増田信吾+大坪克亘
19 集密の住居 五十嵐淳 44 地面と屋根の家 spacespace
20 北上の家 灘本幸子 45 O邸 中山英之
21 白馬の山荘 仲建築設計事務所
白馬の山荘 仲建築設計事務所
46 HOUSE A 西沢立衛
22 47 PARA Jon  Lott
23 下瓦町の事務所 池井健 48 Adamo-Faiden Núñez House
24 富塚の天井 403architects 49 Boathouse near Aure TYIN tegnesture Architects
25 シノ 木村松本建築設計事務所 50 Social Housing ,Mulhouse Lacaton & Vassal
表１　抽出事例
完全遮光
テキストの例 事例具体的な役割６つの類型類型
光を適度に制御
自然光を拡散、
冷暖房効率の向上
蚊帳カーテン、蚊帳
超撥水加工、
視線の調整 ,間仕切り
ネットをつたって ...
空間の柔らかさ
緩く内外を ... 緩やな境界
柔らかな表情を与える ...
素
要
的
境
環 光の操作
視線の操作
動作の操作
光以外の操作
素
要
的
体
身
移動
柔軟性
横浜の住宅ルイ・ヴィトン表参道ビル下関市交流センター
遮光(中間)
空調区画
光の拡散
防水
防虫
遮光(完全）
視線の制御
素
要
的
理
心
表情の操作
領域の操作
空間の柔化
領域の曖昧化
① ① ② ③
白馬の山荘あやめ池の家オフィス改修
④ ⑤ ⑥
高田の馬場の家
⑦
PARA関東学院六浦こども園
⑧ ⑨
NERIMA HOUSE間の門
⑩ ⑪
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
表 2　建築空間におけるテキスタイルの役割
壁 /垂直 家具 /独立
床 , 天井 /水平
ぎふメディアコスモス｜伊東豊雄
避難所の間仕切りシステム｜坂茂
可動式 /吊るす
固定式 /付着
図 1　可動式と固定式 図 2　建築空間での見え方
???????????
???
/ ???
???
/ ??
?
?
/ ??
?
+ ?
/ ??
るb-2「形状操作」、壁面/天井面において窓・照明と組み合わせる
b-3「光源操作」、床面と壁面/天井面での操作を組み合わせるb-4
「複合操作」の4つの操作が見られた。(図3)
　3-3　考察
本章ではa「テキスタイルの設置方法」とb「テキスタイルと一体とな
る建築的操作」の2視点から分析し、テキスタイルの建築空間におけ
る役割との関係を明らかにする。
ⅰ「光の操作」は開口と組み合わせ、室内への自然光を調整する事例
と照明を光源としテキスタイルに当て拡散光を得る事例の２パターン
が確認できた。前者は可動式とすることで室内へ入る光の状態を調節
している。
ⅱ「光以外の操作」はb-1「レベル操作」、b-2「形状操作」と組み合
わせて使用される事例が確認できた。「白馬の山荘」では冬の時期、
床面に設けた溝にビニールカーテンの端部を接触させそこに水を流し
凍らせる事で空調区画の性能を向上させている。また、「小さな矩
形」では窓際に腰壁を設置しそれと平行に比重の高いカーテンをかけ
ることで開口部からのコールドドラフトを回避している。このように
床面の建築的操作とテキスタイルを組み合わせることで、空間の自由
度を損なわずに空間の環境を調整している。
ⅲ「視線の操作」は段差や家具の配置（b-1「レベル操作」、b-2「形
状操作」）により人の動きを遮りながら視線のみをテキスタイルによ
って制御する事例が見られた。このようにテキスタイルと建築的操作
の「二段階の境界」で空間を仕切ることで空間の選択性を担保してい
る。
ⅳ「動作の操作」はb-2「形状操作」と組み合わせる事例のみが見ら
れた。「PARA」は床を半柱形とし、ウォール・トゥ・ウォールでカ
ーペットを床全体に隙間なく敷き詰め、読書するという振る舞いに対
応している。テキスタイルの身体に近いという性質により人をモノあ
るいは建築に引き寄せている。
ⅴ「領域の操作」ではテキスタイルに対して2つの場をつくるレベル
差や窓を設けることによる自然光の照射、テキスタイルを水平方向へ
の積層などの複数の建築的操作を同時に加える（b-4「複合操作」）
事例が見られた。これにより建築空間に曖昧な領域を生み出してい
る。
ⅵ「表情の操作」ではb-3「光源操作」と組み合わせる事例のみが見
られ自然光をテキスタイルに当てる事で光を拡散させ、空間に柔らか
な印象を与えることが出来る。
4.　加工/素材と設置する室名
　本章では事例を、c「テキスタイルの素材/加工の種類」とd「設置
する室名」の2視点から分析し、テキスタイルの建築空間における役
割との関係を明らかにする。
　4-1　加工/素材
c「テキスタイルの素材/加工の種類」はテキスタイルの透過度の違い
から「半透明」と「不透明」、基本的な使用目的から農業/工業で主
に使用される「農業系素材」と服飾/プロダクトで主に使用される
「服飾系素材」それ以外の紐を連続させて板状にしたものやネットな
どを「その他素材」に分類した。以上からc をc-1「半透明な農業系
素材」、c-2「不透明な農業系素材」、c-3「半透明な服飾系素材」、
c-4「不透明な服飾系素材」、c-5「その他素材」の5つに類型化し
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　4-2　設置する室名
d「設置する室名」はテキスタイルが面する室の機能からd-1「テラ
ス」、d-2「個室」、d-3「リビング」、d-4「リビング+α」の4つに
分類した。A.L.Xの「小林邸」ではワンルーム空間をカーテンの開閉
により二つの室に分けている。このような事例をd-4「リビング+α」
とし「小林邸」ではトイレとしている。
　4-3　考察
c、dの2軸からマトリクスを作成した。それらを踏まえて、6つの役
割とc「テキスタイルの素材/加工の種類」とd「設置する室名」の関
係性を分析した。
ⅰ「光の操作」はd-2「個室」、d-3「リビング」、d-4「リビング+
α」のように室内において「水平(床、天井)」設置で強度が必要とさ
れる箇所へ設置する事例やリノベーション、大面積でテキスタイルを
必要とする事例では「農業系素材」が使用され、「垂直(壁)」で設置
する事例では「服飾系素材」の使用が確認できた。ⅰ「光の操作」は
設置方法や設計の諸条件（コスト）により素材を選択することが重要
である。
ⅱ「光以外の操作」では「農業系素材」はd-1「テラス」で使用され
「服飾系素材」、「その他素材」はd-2「個室」、d-3「リビング」、
d-4「リビング+α」で使用される事例が見られた。住宅の内部か外部
どちらで空調区画、防虫、防水を行うかで素材の使い分けが確認でき
た。スキーマ建築計画による「PACOスモール・セカンドハウス展」
ではワンルーム空間で独立してバスルームを配置し傘状の超撥水加工
したオーガンジーで仕切ることで防水機能を持たせつつ、空間の一室
性を担保している。
ⅲ「視線の操作」では「農業系素材」はd-1「テラス」で使用され
「服飾系素材」、「その他素材」はd-2「個室」、d-3「リビング」、
d-4「リビング+α」で使用される事例が見られた。「服飾系素材」、
「その他素材」を使用する事例はいずれも小規模な住宅のワンルーム
空間で使用され、家族間の視線を制御している。時間、状況で壁を選
択できるため、空間の一室性を失わずに仕切る有効な手法である。
ⅳ「動作の操作」では「服飾系素材」による布の柔軟性を利用する事
例が見られた。「静戸の家」ではネットを一部吹き抜けに掛けネット
を伝って、２階部分の窓を開閉している。「曽我部邸」では紐を線状
に連続させて面を作るストリングカーテンを用いることで空気を一体
にしつつ、子供室の目隠しとしている。ネット、紐を用いることで垂
直、水平方向の通風・採光などを確保しながら視線や動作を操作する
ことでが可能となる。
ⅴ「領域の操作」ではd-3「リビング」、d-4「リビング+α」等のワ
ンルームや大空間で「半透明」素材を使用する事例が見られ、これに
より大空間に曖昧で多様な居場所を創出している。
ⅵ「表情の操作」では「服飾系素材」のみの使用が見られた。エルデ
ィング・オスカソンの「NERIMA HOUSE」や松岡聡＋田村裕希の
「裏庭の家」ではテキスタイルデザイナーの森山茜による恊働が見ら
れる。このように繊細なテキスタイルの質感が重要な要素である考え
られる。
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5.　設計提案
　テキスタイルは柔らかいため建築と人の身体の中間的な要素とな
る。その特性を用いることで、建築と人間の身体の尺が合わない改修
計画、特に倉庫等の大規模建築でずれた尺を建築的要素でなくテキス
タイルという簡便な要素で調停できるかを検証する。テキスタイルを
用いた倉庫改修により、大空間に多様な人の居場所を創出することを
主題とした戸建て住宅の設計を行った。これにより前章で得た知見の
有効性を検証する。（図10）
　その際に「心理的要素」である「領域の操作」がワンルームの大規
模な空間で領域を曖昧化しながら多様な距離感を創出し「表情の操
作」が無機質で経年変化した空間を和らげると考えた。3,4章の考察
から「心理的要素」に有効と思われる「積層」、「素材」、「家具/
レベル」、「光」というキーワードを基に設計を行う。また、人の生
活環境を調整する「環境的要素」と「身体的要素」は必要とされる役
割ごとにa「テキスタイルの設置方法」、b「テキスタイルと一体とな
る建築的操作」、c「テキスタイルの素材/加工の種類」、d「設置す
る室名」に相関関係が見られた。室ごとの操作の決定要因にこれらの
知見を参考とする。（図13、図14）
6.　総括
　建築空間にテキスタイルを用いることにより、大空間に多様な人の
居場所を創出することができた。設計後に付加的にカーテンやラグを
使用する一般的なテキスタイルの利用ではなく建築操作と一体的にテ
キスタイルを使用することによって創出される空間の可能性を示すこ
とができた。
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